I 鵡蔵代 首 伝説 



国 枝史郎 



「坊ちゃん」 と 女 は 云った。 

「あそこに 見える お 蔵、 何だか 知っていて？」 

眼の 下の 谷に 部落が あり、 三 四十 軒の 家が 立って い 

きこり なりわい 

た。 農業と 伐 材とを 稼業と している らしい、 その 部落 

の それらの 家々 は、 小さく も あれば 低く も ありして、 

みす ぼら 

貧弱し かった。 

上から 見下ろす からで もあろう が、 どの 家 もみん な 

地平に 食い付いて いるよう に 見えた。 信 州 伊那の 郡 

〔# ルビの 「こおり」 は 底本で は 「こうり 匕 川路の 郷 なの 

である。 西南へ 下れば 天龍峡 となり、 東北へ 行けば、 

金 森 山と 卯月 山との 大 渓谷へ 出る という 郷で、 その 二 



「何だか 知ってい るかと は 何 じ や、 蔵 は 蔵 じ や」 

おうむ 

一 嬰武 S>r5,- 

「鸚鵡 蔵？ ふうん、 鸚鵡 蔵と は 何 じ や？」 

「お 蔵の 前へ 行って、 何々 さ— んと呼 ぶんです の。 す 

ると お 蔵が、 何々 さ— んと 答えて くれる でしよう よ」 

「蔵が 答える？」 

「ええ、 だから 鸚鵡 蔵 …… 」 

「馬鹿 申せ」 

「それでもよう ござんす、 馬鹿 申せ ッて、 呼 ぶんです 

の。 するとお 蔵が、 馬鹿 申せと 答えて くれる でしよう 

よ。 …… 納谷 様の 鸚鵡 蔵です ものね え」 



なまえ 

「お 姓名 は？」 

かけいき くや 

r 筧菊弥 と 申す ぞ」 

「まあまあ、 そうでした かねえ」 と 云う と 女 は 立ち上 つ 

た。 

首 を 洗う 姉 

それから、 草の 上へ、 さも さも 疲労た というよ うに 

両脚 を 投げ出して 坐って いる、 菊弥を 見下した が、 

わたし あなた 

「では 菊弥 様、 妾もう 一度 貴郎 様に お 目に かかる こ 

とでし ようよ。 …… そうして 一 度 は、 その 愛 くるしい 

…：- j 



「このお 部屋に 奥様 はお 居で でございます」 と 云いす 

てて、 婢が 立ち去 つ た 時、 菊弥 は、 古びた 襖の 前に 立 つ 

ていた。 

菊弥は 妙に 躊躇され て、 早速に は 襖が あけられな 

みずこ 

かった。 姉と はいっても、 嬰児の 時代に 別れて、 その 

後 一 度 も 逢った ことのない 姉のお 篠 であった。 

(どんな 人だろう？) という 懸念が 先立って、 懐し い 

と いう 感情 は 起こらなかった。 

(いつ 迄 立って い て も 仕方がな い ) 

こう 思つ て 菊 弥は襖 を 開けた。 

しばらく 部屋の 中 を 見廻して いた 菊弥 は、 「あ ッ」 と 
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義兄 様が り：」 

かりなされ たから だよ」 



めと は？」 

たように、 古い 古い 名家な の 



の 者とば かり、 婿取り 嫁取り 

身分 や 財産 が 釣り合うよう 

さない ようにと ねえ。 …… そ 



のよう であった。 

「 お 姉 様！ 恐う) ^ ざ います 恐 う) /ざいます！」 

「いいえ」 と 云った 時には、 もう 首 は 盥 の 中に 置かれ、 

ぉ篠は 俯向いて、 鬱金の 巾 を 使って いた。 

襖の 間に 立った 男 

「菊弥 や」 とやが てお 篠は 云った。 

なくな 

「とうとう お母様 もお 逝去り なされた つ てね え」 

「はい」 と 菊 弥は眼 を しばたた いた。 

「先々 月お なくなりな さいまして ございます」 

とむらい 

「妾 はお 葬式に も 行けなかった が。 …… それ もこれ も 



婚家の 事情で。 …… 旦那 様の ご 病気の ために。 …… そ 

れ で菊弥 や、 妾の 所へ 来たの だね え」 

「はい、 お 姉 様、 そうな ので ございます。 …… お母様 

が 臨終に 仰せられました。 『お 父 様 は 三年 前に 逝去り、 

くらし 

その後ず つと、 ぉ篠 からの 貢ぎで、 人並に 生活て 来た 

わたし 達で は あるが、 妾が、 この 世 を 去って は、 年齢 

は ゆかず、 手 頼りになる 親戚の ない お前、 江戸 住居 は 

むずかしかろう。 だからお 姉 様の 許へ 行って …… 』 と- 

…：- J 

たよ リ 

「よくお いでだった。 そういう 書信が、 お前のと ころ 

から 来て 以来、 どんなに 妾 は、 お前のお いでる の を 待つ 



ぼんやり 

彼 は 呆然して いた。 納屋の 方から は、 大勢の 作男た ち 

だみごえ うまごや いなな 

の 濁声が 聞こえ、 廐舎の 方から は、 幾 頭 かの 馬の 嘶く 

声が 聞こえた。 時々、 下婢 や 下男が 彼の 前 を 通った が、 

彼の 姿 を 眼に 入れる と、 いずれも 慇憝に 会釈 をした。 

彼 を、 この 家の 主婦の 弟と 知って、 鄭重に 扱う ので あつ 

た。 

(いいな あ) と 菊弥は 思った。 

おおきく 

(これから わし はずつ とこ こで 生長なる の だ。 そうし 

てこ この 家督 を 継ぐ の だ。 これ 迄 は、 父親の ない、 貧 

しい 浪人 者の 小悴 として、 どこへ 行っても、 肩身が 狭 

かった が、 もうこれ から はそんな こと はない の だ) 



す 川路の 郷を、 目の 下に 見る ことの 出来る 峠まで 迪り 

ついた ので、 安心し、 疲労た 足 を 休めて いると ころへ、 

突然、 樺の 林の 中から 出て 来て、 からかった 女で あつ 

た。 

(あの 女 何者だろう？) 

(鸚鵡 蔵 だけ は 是非 見たい もの だ) 



嬰武駕 

その 夜の ことであった。 

ていた。 

月の ある 夜だった ので、 



菊弥 は、 鸚鵡 蔵の 前に 立つ 

巾の 広い、 身長の 高い —— 



さえな く、 家 根 瓦に も 一 枚の 破損 さえ もな さそう で 

あった。 

菊弥 は、 扉の 前にし ばらく 佇んで いたが (声をかけ 

てみ ようかな？) と 思った。 でも、 姉の 眼 や 家人の 眼 

を 盗んで、 こっそり 見に 来た こと を 思い出し、 止めた。 

知れたら 大変 だと 思った からで ある。 

(手ぐ らい 拍 つても いいだろう) 

そこで 彼 は 手を拍 つた。 少年の 鳴らす 可愛らしい 拍 

手の 音が、 二つ 三つ、 静かな 夜の 空気の 中 を 渡った。 

と、 すぐに 全く 同じ 音が、 蔵の 面から 返って 来た。 

(あ、 ほんとうに、 お 蔵が 返辞 をした よ。 まったく 鸚 



鵡蔵 だ) 

日光の 薬師 堂の 天井に、 狩 野 某 の 描いた 龍が あり、 

その 下に 立って 手を拍 つと、 龍が、 鈴の ような 声 を 立 

てて 啼 いた。 啼龍 といって 有名で ある。 

が、 要するに それ は、 天井の 構造から 来て いる こと 

こだま 

で、 幽かな 音に 対しても 木精 を 返す に過ぎないので 

あって、 そうして この 鸚鵡 蔵 も、 それと 同 一な ので あつ 

ふしぎ も の 

たが、 無智の 山国の 人達に は、 怪異な 存在に 思われて 

いるので あった。 

菊弥は 鸚鵡 蔵が 鸚鵡 蔵の 証拠 を 見せて くれたので、 

すっかり 満足した が、 すぐに、 少年の 好奇心から、 昼 



間 嘉十郎 の 話した 「飯 食い 地蔵」 のこと を 思い出した。 

(どんな 地蔵 かしら、 見たい もの だ。 嘉十郎 の 持って 

行 つ た 飯 を ほんとうに 食べた かしら？) 

そこで 菊弥 は、 蔵 を 巡って、 その 裏手の 方へ 歩いて 

行った。 蔵の 裏手 は、 蓬々 と 草の 茂った 荒 地で、 遥か 

離れた ところに、 孟宗 竹の 林が 立って い、 無数の 巨大 

な 帚で も 並べた ような その 竹林 は、 梢 だけ を 月光に 薄 

そよかぜ 

明るく 色 づけ、 微風に 靡いて いた。 そうして 暗い 林の 

奥から、 赤 黄色い、 燈 明の 火が、 朱で 打った ように 見 

えて 来て いた。 

(あそこに 地蔵 様の 祠が あるんだ な) 



そこで 菊弥は その 方へ 足 を 向けた。 と、 その 時、 蔵 

の 右手から 人の 足音が 聞こえて きた。 

(しまった) と 菊弥は 思った。 

(手 を拍 つたの を 聞き付けて、 誰か 調べに 来たの だ) 

目つ かって は 大変と、 菊弥は 左手の 方へ 逃げ かけた。 

すると その 方から も 人の 足音が 聞こえて きた。 

(どうしょう) 

め おど 

眼 を 躍らせて 四方 を 見廻した 菊弥の 眼に 入った の は、 

蔵の 壁に 沿って、 こん もりと 茂って いる 漆ら しい 藪で 

あった。 

(あそこへ 一 時 身 を かくして …… ) 



?5 き 力え 

の、 一度の 改錶 もしね え 奴が ザクと 有った。 有難え 頂 

戴と、 北叟 笑い をして いると ころへ、 割いた 口から 今 

度 は 娘つ 子が 転がり込んで 来た！ 黄金に 女、 盆 歳暮 

一緒！ この 夏ァ 景気が いい ぞ！」 

グ— ッと綱 五郎 は 抑え 込んだ。 

(無念！) と菊弥 は、 抑え付けられた 下から 刎 返そう 

刎 返そうと 腕きながら、 

(烈士、 別 木 荘左衛 門の 一味、 梶 内蔵 丞の 娘の 自分が、 

こんな 盗賊に！) 

抑えられ ている 口から は 声が 出ない！ 足で 床 を 蹴 

り、 手 を 突張り、 刎 返そう 刎 返そうと 反抗った。 



(何人 か …… 来て！ 助けて ェ— ッ) 

そういう 声 も 口から は 出ない。 

と、 この 時 蔵の 中が、 仄かな 光に 照らされて 来た。 

光 は、 次第に 強くな つて 来た。 蔵の 奥に、 二階へ 通つ 

ている 階段が あり、 その 階段から 光 は 下りて 来た。 段 

の 一つ 一 つが、 上の 方から 明るくな つて 来た。 と、 白 

布で 包んだ 人の 足が、 段の 一 つに あらわれた。 つづい 

て、 もう 一方の 足が、 その 次の 段 を 踏んだ。 これ も 白 

布に つ つまれて いる。 

黒 羽二重の 着物 を 着、 手 も 足 も 白 布で 包み、 口にお 

篠の 生首 を 銜え、 片手に 手燭 を 持った 男が、 燠の よう 



に 赤い 眼、 ふくれ 上った 唇、 額に 瘤 を 持ち、 頤に 腐爛 

を 持った 獅子 顔 を 正面に 向け、 階段 を 下り 切った の は、 

それから 間もなくの ことであった。 髪 を 銜えられて、 

男の 胸の 辺りに 揺れて いるお 篠の首 は、 手燭の 光を受 

けて、 閉じた 両眼の 縁が、 涙で 潤って いるよう に 光つ 

ていた。 その 顔の 左右へ は、 男の、 髻の 解けた 長髪が 

振り かかり、 女の 首 を 抱いて いるよう に 見えた。 

「わ ッ」 という 怯えた 声が 響いた 時には、 綱 五郎 は 躍 

リ 上って いた。 刹那、 匕首が 閃めいた。 綱 五郎が 抜^ 

て 飛び かかった ので ある。 再度 悲鳴が 聞こえた 時には、 

生首 を 銜えた 男の 手に、 血 まみれの 匕首が 持 たれ、 そ 



の 足 許に 綱 五郎が 斃れ ていた。 その 咽喉から 迸って 

いる 血に 浸り、 床の 上に 散乱して いるの は、 昨日、 お 

篠が 主屋の 奥座敷で 洗って いた、 十 個の 代 首と、 その 

首の 切 口の 蓋が 外れ、 そ- J から 流れ出たら し い 無数 の 

甲 州 大判であった。 

恐怖から 恐怖— 賊に 襲われる 恐怖から は 危う 

ひとごろし 

く 助けられ たが、 殺人 の 悪鬼の 出現に、 戦慄の どん底 

へ 落とされた 菊弥 は、 床の 上へ 坐った まま、 悪鬼の 姿 

を、 両手 を 合わせて ただ 拝んだ。 そういう 菊弥を 認め 

たの か 認めない のか、 仮面の ような 獅子 顔 を 持った 男 

は、 胸の 上の 女の 生首 を 揺りながら、 よろめき よろめ 



瞬間、 嘉十郎 はお 篠を 放し、 両手 を宙へ 延ばした。 

咽喉に 匕首が 突立って いる。 

「う う う う ！ し 

のめって、 地蔵尊へ 鎚 りついた。 飯 食い 地蔵 は 仆れ、 

根元から 首 を 折った が、 胴体で は、 嘉十郎 を 地へ 抑え 

付けて いた。 

ぉ篠 はべ タべ タと 地べ たへ 坐った。 

(助かった！ 助かった！) 

その 時、 祠の 陰から、 お 篠の代 首 を、 今 は 口に は銜 

いとお 

えず、 可憐し そうに 両袖に 抱いた、 仮面の ような 獅子 

もののけ 

顔の 男が 妖怪の ように 現われ、 ぉ篠の 横へ 立った。 



ようになった 石の 地蔵尊が、 嘉十郎 の 死骸 を、 なお そ 

の 胴体で 抑えて いた。 

その後の 納谷 家に は、 明るい 生活が つづいた。 先ず 

菊弥は 女と して 育てられる ことにな リ、 鸚鵡 蔵と 飯 食 

い 地蔵と は、 その 名に 背く ようになった ところから、 

こま. 

一 一 つながら 取り毀され、 代 首 も 真の 秘密と その 効用と 

が 他人に 知られた 以上 —— 知った 綱 五郎 は 殺された に 

しても —— 保存す る 必要がない というので、 これ も 取 

り捨 られ、 甲 州 大判 は 尋常の 金箱の 中に 秘蔵され る こ 

とに なった。 つまり、 古い 伝統 を 持った 旧家の 納谷家 
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